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中
条
唯
七
郎
著
/
中
村
英
美
子
訳
/
青
木
美
智
男
校
註
『
善
光
寺
大
地
震
を
生
き
抜
く
現
代
語
訳
『
弘
化
四
年
善
光
寺
地
震
大
変
録
』
』
早
英
坂
目
127 
木
市
沿
は
、
信
州
埴
科
郡
森
村
(
現
裂
の
長
野
県
千
曲
市
森
)
の
中
条
唯
七
郎
が
普
光
寺
大
地
震
に
つ
い
て
の
経
験
を
記
録
し
た
「
徒
然
日
記
附
地
災
大
変
録
」
を
翻
刻
し
、
現
代
語
訳
を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
善
光
寺
大
地
震
は
弘
化
的
(
一
八
四
七
)
年
三
月
二
四
日
午
後
一
O
時
ご
ろ
に
信
州
善
光
寺
平
(
現
復
の
長
野
県
長
野
市
)
を
災
源
に
起
こ
っ
た
マ
グ
ニ
チ
ュ
i
ド
七
回
の
直
下
型
地
震
で
あ
る
。
多
数
の
家
屋
崩
壊
や
火
災
、
山
崩
れ
に
よ
る
土
砂
ダ
ム
の
決
機
な
ど
「
正
真
正
銘
の
地
獄
で
さ
え
こ
れ
に
及
ぶ
だ
ろ
う
か
」
(
閏
月
一
四
日
)
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
被
害
を
も
た
ら
し
、
地
後
発
生
か
ら
終
息
ま
で
七
年
の
歳
月
を
嬰
し
た
。
そ
の
規
模
は
、
江
戸
時
代
の
大
火
地
後
洪
水
、
そ
し
て
津
波
に
つ
い
て
の
喬
付
で
あ
る
「
聖
代
要
廼
磐
寿
世
仰
い
に
お
い
て
「
関
脇
弘
化
問
信
州
大
地
震
」
と
記
さ
れ
、
近
世
に
お
い
て
二
番
目
に
巨
大
な
地
震
と
み
な
さ
れ
て
い
た
(
現
在
の
地
後
規
模
測
定
の
基
準
で
あ
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
で
順
位
を
考
え
る
と
四
番
目
)
。
領
主
の
松
代
務
主
真
田
幸
貫
を
は
じ
め
多
く
の
人
々
が
記
録
に
残
し
て
い
る
。
記
録
者
で
あ
る
唯
七
郎
は
安
、
氷
ニ
(
一
七
七
一
一
一
)
年
に
中
条
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
幼
く
し
て
両
親
と
死
別
し
、
祖
父
母
と
叔
父
に
当
た
る
本
家
中
条
八
郎
左
衛
門
の
養
育
を
受
け
た
ロ
少
年
期
に
村
内
の
医
師
か
ら
手
習
い
を
受
け
、
寛
政
一
二
(
一
八
O
O
)
年
に
分
家
独
立
し
て
股
業
に
専
心
し
た
。
し
か
し
、
本
家
が
経
営
破
綻
に
見
舞
わ
れ
る
と
、
唯
七
郎
は
本
家
を
相
続
し
、
そ
の
再
興
に
奮
闘
努
力
し
た
。
本
家
再
興
に
光
が
見
え
だ
し
た
文
政
九
(
一
八
二
六
)
年
か
ら
の
一
一
一
年
間
、
森
村
の
名
主
に
選
ば
れ
、
村
政
に
も
大
き
な
力
を
発
揮
し
た
。
そ
の
後
、
普
光
寺
大
地
震
を
七
五
歳
で
経
験
し
、
務
永
二
(
一
八
郎
九
)
年
八
月
五
日
に
七
七
歳
で
没
し
た
。
唯
七
郎
は
記
録
に
熱
心
で
も
あ
っ
た
。
お
き
残
し
た
「
本
家
日
記
」
と
題
す
る
日
記
は
九
一
一
一
間
存
在
し
、
そ
れ
を
も
と
に
村
内
外
で
の
見
聞
を
「
見
聞
集
録
」
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
「
見
聞
州
集
録
」
は
柄
木
間
文
明
氏
に
よ
り
全
『
又
籾
刻
さ
れ
(
『
成
師
陣
論
議
』
一
一
一
三
(
一
九
九
四
年
発
行
)
)
、
法
政
大
学
の
学
生
に
よ
り
全
文
現
代
語
訳
さ
れ
て
い
る
(
『
近
世
信
州
庶
民
生
活
誌
|
|
信
州
杏
の
盟
名
主
の
見
た
こ
と
聞
い
た
こ
と
』
(
ゆ
ま
に
怒
一
房
、
二
O
O八
年
)
)
。
「
徒
然
日
記
附
地
震
大
変
録
」
は
、
「
見
防
集
録
」
の
編
集
中
に
地
震
に
巡
遊
し
た
唯
七
郎
が
記
し
た
地
震
を
中
心
と
し
た
日
記
で
あ
る
。
唯
七
郎
が
住
ん
だ
森
村
は
、
松
代
務
其
悶
家
の
支
配
下
に
あ
り
、
防
相
128 
科
郡
一
一
一
ニ
ヶ
村
の
中
で
は
村
高
約
一
一
一
一
O
O石
を
有
し
、
燐
村
の
雨
宮
村
や
矢
代
村
(
と
も
に
千
曲
市
内
)
に
次
ぐ
大
き
な
村
だ
っ
た
。
森
村
は
、
千
曲
川
と
浮
川
を
隔
て
た
南
方
に
位
校
す
る
。
住
民
は
地
震
発
生
の
前
年
弘
化
三
年
に
は
、
戸
数
三
一
一
軒
、
人
口
一
問
問
O
人
(
男
七
O
一
人
、
女
七
三
九
人
)
と
い
う
構
成
で
、
村
民
の
大
半
が
本
百
姓
で
淡
業
中
心
の
村
で
あ
っ
た
。
唯
七
郎
が
生
き
た
文
化
・
文
政
期
こ
ろ
か
ら
後
蚕
梁
が
さ
か
ん
に
な
り
、
村
人
の
多
く
は
そ
れ
を
副
業
と
し
、
養
蚕
業
は
村
人
の
大
き
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
た
。
以
上
を
踏
ま
え
た
う
え
で
本
滋
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
本
惑
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
東口
M
本
大
食
災
復
興
へ
の
一
つ
の
提
言
(
脊
木
美
智
男
)
明
弘
化
沼
年
譜
光
寺
地
震
大
変
録
』
を
読
ま
れ
る
前
に
絶
え
間
な
き
余
災
を
生
き
抜
く
民
の
記
録
(
背
木
奨
智
男
)
弘
化
四
年
・
議
光
寺
池
袋
大
変
録
(
現
代
垣
間
中
村
英
美
子
訳
)
大
地
後
の
発
生
・
前
代
米
側
の
大
災
容
(
一
一
一
月
二
十
四
日
1
陥
日
)
絶
え
間
な
く
続
く
大
地
震
(
四
月
一
日
1
十
二
日
)
日
仲
川
市
鴨
止
め
湖
の
決
時
制
(
四
月
十
三
日
1
二
十
九
日
H
)
余
震
を
耐
え
抜
く
毎
日
(
五
月
一
日
1
二
十
九
日
)
豊
作
が
唯
一
の
救
い
(
六
月
一
日
i
七
月
晦
日
)
地
開
泌
が
水
脈
を
変
化
さ
せ
た
(
八
万
一
日
1
九
月
続
日
)
余
後
は
漸
減
(
十
月
一
日
i
十
一
月
二
十
九
日
)
地
震
を
生
き
抜
い
た
こ
の
年
(
十
二
月
一
日
1
十
五
日
)
徒
然
日
記
附
地
媛
大
変
録
(
原
文
)
本
怒
刊
行
の
経
総
と
協
力
者
の
方
々
(
背
木
美
J
宮力)
「
来
日
本
大
震
災
復
興
へ
の
一
つ
の
提
言
」
で
は
、
ま
ず
本
復
の
校
註
者
で
あ
る
背
木
美
智
男
氏
自
身
の
東
日
本
大
震
災
の
体
験
が
諮
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
現
在
ま
で
の
隆
史
学
研
究
に
は
、
過
去
の
地
問
叫
に
遡
り
、
そ
の
発
生
か
ら
終
息
に
至
る
余
後
を
含
め
た
長
い
ス
パ
ン
の
分
析
が
不
足
し
て
い
た
と
い
う
問
題
点
を
指
摘
す
る
。
本
容
で
紹
介
す
る
『
大
変
細
部
』
に
は
、
地
震
発
生
時
の
み
で
は
な
く
、
余
震
も
含
め
た
そ
の
後
の
生
活
に
つ
い
て
も
詳
細
な
記
録
が
記
し
て
あ
る
。
そ
れ
を
分
析
活
用
す
る
こ
と
で
先
に
挙
げ
た
問
題
点
を
克
服
し
、
今
後
の
地
震
研
究
や
被
災
者
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
の
参
考
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
だ
と
、
青
木
氏
は
一
評
価
す
る
。
議
光
寺
大
地
震
は
明
長
野
県
史
』
通
史
編
(
一
九
八
九
年
発
行
)
に
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
こ
で
綴
介
さ
れ
て
い
る
史
料
は
松
代
務
家
者
河
原
綱
徳
の
吋
む
し
く
ら
沼
記
』
が
主
で
あ
り
、
務
側
の
地
震
認
識
の
聞
が
強
い
。
一
方
、
明
大
変
録
』
は
肌
脱
出
向
の
側
か
ら
の
義
光
寺
大
地
後
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
家
康
崩
壊
や
火
災
・
土
砂
ダ
ム
の
決
壊
な
ど
大
き
な
被
認
の
ほ
か
に
、
肌
脱
繁
期
に
行
わ
れ
た
復
興
の
た
め
の
人
足
要
訪
に
対
す
る
mu
い
や
、
水
脈
の
変
化
に
よ
る
淡
栄
へ
の
影
響
な
ど
、
淡
毘
ぬ
な
ら
で
は
の
記
述
が
見
ら
れ
、
生
活
記
録
と
し
て
と
て
も
興
味
深
い
。
本
没
は
東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
て
地
震
に
対
す
る
関
心
を
強
め
て
い
る
人
々
に
対
し
て
も
、
江
戸
符
代
人
の
地
終
に
対
す
る
心
性
に
迫
る
上
で
殺
適
な
設
で
あ
ろ
う
。
今
後
、
災
山
首
史
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
く
上
で
、
広
く
読
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
(
日
本
経
淡
評
論
社
、
一
一
O
一
一
年
一
一
月
刊
行
、
一
ニ
六
六
頁
、
本
体
問
八
O
O
+税
内
)
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